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令和７年 10 月６日 

  

 

 本県において、文部科学省の委託事業「ＷＷＬ（ワールドワイドラーニング）コンソーシアム

構築支援事業」が令和６年度に初めて県立勝田中等教育学校を拠点校として採択されました。 

本事業では、県立中高一貫教育校と国内外の大学・企業・国際機関が連携する学びのコンソー

シアムを形成し、グローバル課題解決に資する高度な学習機会の創出を目指します。 

 今回、拠点校・連携校の生徒が今年度の取組と成果を発表するとともに、研究者・起業家・海

外留学生との知的交流の場を提供するフォーラムを開催しますので、ぜひ御取材ください。 

 

 

記 

 

１ 開催日時  令和７年 10 月 13 日（月・祝）９時 30 分～16 時 00 分 

 

２ 会  場  つくば国際会議場 大会議室 101、102 

          （つくば市竹園２丁目 20-３） 

 

３ 参 加 者  約 90 名 

・事業協働機関関係者 

・ＷＷＬ拠点校・連携校関係者 

及び生徒、保護者 

・茨城県教育委員会関係者 

 

４ 内  容  別紙チラシのとおり 

 

 

 

 

 

 

【本資料についてのお問い合わせ先】 

教育庁学校教育部高校教育課 指導担当 國廣、近藤（TEL 029-301-5260) 

茨城の未来を創る！ＷＷＬ高校生フォーラム開催 

昨年度のフォーラムの様子 



茨城県WWL高校生フォーラム 2025

入場
無料

●主催：茨城県教育委員会
●お問合わせ：
　茨城県WWL高校生フォーラム事務局
　（株式会社WTOC内）
　ibaraki@wtoc-edu.com

●お申し込み：
以下のURLか、右記QR
コードからお申込みください。
https://x.gd/0BJrs
※申込〆切：9/24（水）

https://x.gd/0BJrs


茨城県をダイバーシティ先進県
にするためには

【講師】 
国際基督教大学 政治学・国際関係学デパートメント　橋本 直子准教授

【プロフィール】
専門は難民・移民政策、国際法、国際機構論。大学院卒業後15年近く、外務省、国
際移住機関（IOM）、国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）、法務省等で、人の移
動、人権問題、難民保護、移民政策等の分野で実務家として勤務。一橋大学（常
勤）、東京大学（非常勤）、ロンドン大学難民法イニシアチブ（非常勤）などで教鞭を
執り、2024年4月から現職。2021年からは法務省難民審査参与員も務める。Forbes
オフィシャル・コラムニスト。近著に『なぜ難民を受け入れるのか―人道と国益の交
差点』（岩波新書、2024年）他。

＜WWLとは＞
文部科学省による「ワールドワイドラーニングコンソーシアム構築支援事業」のこと。高校と国内外の大
学、企業等が協働し、テーマを通じた高校生国際会議や大学の先取り履修などの高度な学びを高校生に提
供する事業。茨城県では今年度より３年間、勝田中等教育学校が事業拠点校となって、県立中高一貫校13
校が「茨城県を未来型ダイバーシティ県にするための教育の推進」をテーマにＷＷＬに取り組みます。

スケジュール

日 時：令和7年10月13日（月祝）9時30分～16時
会 場：つくば国際会議場　（茨城県つくば市竹園２丁目２０−３）

●ダイバーシティ研修
　「日本の言語政策を考える」
   高校生と外国人と一緒に政策を考え、議論します

●ポスターセッション
　「茨城県をダイバーシティ先進県にするためには」
　全国高校生フォーラム出場に向け、各高校ごとに
　アイデアや考えをポスターにまとめ発表します

●基調講演 
「世界における移民政策：日本がめざす共生社会への示唆」
 講師　橋本直子氏　（国際基督教大学　准教授） 
 

●パネルディスカッション（英語）
「多文化共生社会の実現のために私たちができること」（仮）　
 

09:00　開場
09:30　ダイバーシティ研修
12:00　昼食
12:55　ポスターセッション(55分)
13:50   休憩
14:00　基調講演（50分）
14:50   休憩
15:00   拠点校生徒による発表（20分）　
15:20　パネルディスカッション（30分）
15:50   閉会

テーマ


